
こども言語
Language for Children330332080 加古有子 専門 1 選択 3後期

科目の概要

　領域「言葉」のねらい及び内容を踏まえ、子どもの言葉を育む保育活動を計画・実践する力を身に付けることを目的
とする(DP2)。具体的には、「保育内容(言葉)」で学んだ乳幼児の言語発達に関する基礎的な知識をもとに、保育者の
言葉がけを中心とした援助や関わり方を習得する(DP１・3)。さらに、言語教材である絵本の特徴を学んだうえで、自
ら言語教材を作成し、子どもの発達段階に応じた指導方法を工夫・改善する力を養う(DP１・3)。

学修内容 到達目標

① 領域「言葉」のねらい及び内容と指導上の留意点と評
価の考え方を理解する。
② 言語教材である絵本の特徴を学び、ミニ絵本を作成す
る。
③ ミニ絵本を活用した言葉指導の方法を考案し模擬保育
を実践する。
④ 模擬保育についての自己評価・相互評価を通し、課題
を見つける。

① 領域「言葉」のねらい及び内容と指導上の留意点と評
価の考え方を理解できる。
② 言語教材である絵本の特徴を理解したうえで、ミニ絵
本を作成できる。
③ 乳幼児の言葉に関する発達過程、環境、支援について
の知識をもとに、ミニ絵本を活用した指導方法を考案する
ことができる。
④ 模擬保育を通し、指導方法を工夫・改善することがで
きる。

学生に発揮させる社会人基
礎力の能力要素

学生に求める社会人基礎力の能力要素の具体的行動事例

前に踏
み出す
力

主体性 自分自身の言語活動をみつめなおし、保育者として子どもたちのモデルとなるような言葉
を日常的に使う努力をする。

働きかけ力

実行力 課題レポートに、主体的かつ積極的に取り組みことができる。

考え抜
く力

課題発見力 乳幼児の言葉を育むために、何をしていくべきか常に省察し、課題を見出していく姿勢を
持つ。

計画力

創造力 言語教材である絵本の特徴を活かしたミニ絵本を作成することができる。

チーム
で働く
力

発信力

傾聴力

柔軟性

情況把握力

規律性

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

授業中にまわりが理解しやすいように、自分の意見を整理しながら、述べることができ
る。

授業中は、他者の発言に集中し、自分と異なる意見を尊重することができる。

むやみに遅刻や無断をせず、授業が円滑に進行するようルールを守ることができる。やむを得ない理由で遅刻や欠席した場合は、理由を教
員に伝えること。遅刻・欠席時は、次の授業に支障をきたさぬよう、自主的に授業内容を確認し、復習課題に取り組むこと。

テキスト及び参考文献

テキスト：浅井拓久也編著『指導法もいっしょに学ぶ 保育内容「言葉」』教育情報出版(2000円)
参考文献：平成31年度改訂『保育所保育指針・幼保連携型認定こども園教育保育要領・幼稚園教育要領』

他科目との関連、資格との関連

本科目は専門科目の幼・保領域の保育の内容・方法に関する科目であり、保育内容（言葉）や保育内容関連科目（総
論、表現、言葉、人間関係、健康）と関連する科目である。
関連する資格・免許：保育士・幼稚園教諭一種

学修上の助言 受講生とのルール

・日常生活の中で、言葉による伝え合いを大切　にしてい
くこと。
・子どもたちの言葉を育む多くの児童文化財に　積極的に
触れるよう努力すること。

・私語や勝手な言動をする学生は、授業を受ける権利はな
いとする。
・授業態度(参加態度や出席状況)及び発表内容、提出レ
ポートによって評価する。
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実務経験のある教
員による授業科目



【到達目標の基準】

【評価方法】

到達レベルS(秀)及びA(優)の基準 到達レベルB(良)及びC(可)の基準

レベル　S(秀)の基準は、到達目標①②③④をはかるた
め、小テスト、レポート、成果発表、社会人基礎力の総合
計が90点以上とする。
レベルA(優)の基準は、到達目標①②③④をはかるための
小テスト、レポート、成果発表、社会人基礎力の総合計が
80点以上90点未満とする。

レベルB（良）の基準は、到達目標①②③④をはかるため
の、小テスト、レポート、成果発表、社会人基礎力の総合
計が70点以上80点未満とする。
レベルC(可)の基準は、到達目標①②③④をはかるため
の、小テスト、レポート、成果発表、社会人基礎力の総合
計が60点以上70点未満とする。

評価方法 評価の
割合

到達目標 各評価方法、評価にあたって重視する観点、評価についてのコメント評価
対象

学
期
末
試
験

平
常
評
価

学
修
成
果

学
修
行
動

総合評価
割合

100

①

0

②

③

④

筆記（レポー
ト含む）・実
技・口頭試験

① ✓

30

授業の進行に応じ、授業内容の理解度をはかるための小テストを実
施する。テストの形式は、空欄に入れる用語を語群から選ぶもので
ある。テキストや授業で配付されたプリント、ノートを確認してお
くこと。

②

③

④

小テスト

①

30

ミニ絵本を使った指導案をレポート①として提出する。また、相互
評価、自己評価に関わるレポート②を15回目に作成して提出する。
友人のミニ絵本とミニ絵本を活用した模擬保育から良い点や参考に
なる点を見つけること。また、自分の作品と模擬保育の改善点を見
つけること。

② ✓

③ ✓

④ ✓

レポート

①

30

乳幼児の発達段階(安心・安全面での配慮を含む)を踏まえ、保育活
動のねらいを明らかにしたうえで、絵本の特徴を活かした言語教材
を作成すること。作品の発表は、模擬授業を兼ねる。対象の乳幼児
にふさわしい話し方や表情を心掛けること。

② ✓

③ ✓

④ ✓

成果発表（プ
レゼンテー

ション・作品
制作等）

① ✓

10

(主体性)
・自分自身が言葉による伝え合いを大切にし、保育者として子どもたちのモデルとなるような言葉を日常的に使う努力をすることがで
きる。
(実行力)
・課題に対し積極的な自主学修をし、できる限りの努力をもって完成させること
ができる。
(課題発見力)
・乳幼児が言葉に興味関心を持つための保育者としての語りかけ方や、遊び等について考え、課題を見出していく姿勢を持つことがで
きる。
(創造力)
・幼児の言葉を育くんでいく言葉遊びや児童文化を活用したオリジナリティある保育指導案を考案し、作成することができる。
(発信力）
・授業中に他者が理解しやすいように、自分の意見を整理しながら述べること。
(傾聴力）
他者の発言に集中し、自分と異なる意見を尊重すること。
(規律性)
・やむを得ない事情で欠席した場合は、自主的に授業内容を確認し、復習課題に取り組むこと。

② ✓

③ ✓

④

社会人基礎力
（学修態度）



レベルB（良）の基準は、到達目標①②③④をはかるため
の、小テスト、レポート、成果発表、社会人基礎力の総合
計が70点以上80点未満とする。
レベルC(可)の基準は、到達目標①②③④をはかるため
の、小テスト、レポート、成果発表、社会人基礎力の総合
計が60点以上70点未満とする。

週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

1

保育所保育指針・幼保
連携認・
定こども園教育保育要
領・幼稚
園教育要領を通して、
領域「言葉」のねらい
及び内容を学ぶ。さら
に、他領域との関連に
ついて理解する。

講義
フィードバックレポー
トの作成・提出

保育所保育指針・幼保
連携認定こども園教育
保育要領・幼稚園教育
要領に提示されている
領域言葉に関する事項
ついて理解し、概説す
ることができる。

（予習）保育所保育指
針・幼保連携認定こど
も園教育保育要領・幼
稚園教育要領に提示さ
れている領域言葉につ
いて読んでおく。
（復習）領域言葉につ
いて、概説できるよう
にする。

90 主体性
傾聴力

2

言葉の役割と機能　絵
本の選び方

講義
フィードバックレポー
トの作成・提出

・言葉の役割と機能に
ついて理解できる。
・絵本の選び方につい
て理解できる。

（予習）テキスト3-1
を読み、要点を把握し
ておくこと。
（復習）テキスト、プ
リントで学んだことや
ノート、レポートに記
述したことを振り返る
こと。

90
主体性
実行力
傾聴力

3

乳幼児の言葉の発達の
特徴　絵本の絵と言葉
の関係

講義
フィードバックレポー
トの作成・提出

・乳幼児の言葉の発達
の特徴について理解で
きる。
・絵本の絵と言葉の関
係について理解でき
る。

（予習）テキスト3-
2、3-3を読み、要点を
把握しておくこと。
（復習）テキスト、プ
リントで学んだことや
ノート、レポートに記
述したことを振り返る
こと。

90
主体性
実行力
傾聴力

4

小テスト①　言葉の発
達に課題を抱える子ど
もの支援　絵本のめく
りの効果

小テスト
講義
フィードバックレポー
トの作成・提出

・言葉の発達に課題を
抱える子どもの支援に
ついて理解できる。
・絵本のめくりの効果
について理解できる。

（予習）小テスト①に向け
て、第2週、第3週で学んだ
ことを振り返ること。テキ
スト4-1を読み、要点を把
握しておくこと。
（復習）テキスト、プリン
トで学んだことやノート、
レポートに記述したことを
振り返ること。

90
主体性
実行力
傾聴力

5

言葉の発達支援におけ
る園と家庭・関係機関
との連携　絵本の人物
の向きと位置①めくり
との関係

講義
フィードバックレポー
トの作成・提出

・言葉の発達支援にお
ける園と家庭・関係機
関との連携について理
解できる。
・絵本の人物の向きと
位置について、絵本の
めくりとの関係で理解
できる。

（予習）テキスト4-
2、4-3を読み、要点を
把握していくこと。
（復習）テキスト、プ
リントで学んだことや
ノート、レポートに記
述したことを振り返る
こと。

90 創造力
発信力

6

小テスト②　乳児の言
葉の発達を支える指導
法　絵本の人物の向き
と位置②テーマとの関
係

小テスト
講義
フィードバックレポー
トの作成・提出

・乳児の言葉の発達を
支える指導法について
理解できる。
・絵本の人物の向きと
位置について、絵本の
テーマとの関係で理解
できる。

（予習）小テスト②に向け
て、第4週、第5週で学んだ
ことを振り返ること。テキ
スト5-1を読み、要点を把
握しておくこと。
（復習）テキスト、プリン
トで学んだことやノート、
レポートに記述したことを
振り返ること。

90 創造力
発信力

7

幼児の言葉の発達を支
える指導法　絵本の色
の効果①色のイメージ

講義
フィードバックレポー
トの作成・提出

・幼児の言葉の発達を
支える指導法について
理解できる。
・絵本の色の効果につ
いて、色のイメージと
関連させて理解でき
る。

（予習）テキスト5-
2、5－3を読み、要点
を把握していくこと。
（復習）テキスト、プ
リントで学んだことや
ノート、レポートに記
述したことを振り返る
こと。

90

課題発
見力
発信力
傾聴力

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

8

小テスト③　児童文化
財を活用した言葉の指
導法(絵本・紙芝居・
パネルシアターの実
際)　絵本の色の効果
②特徴的な色の使い方

小テスト
ビデオ鑑賞
グループディスカッ
ション
講義
フィードバックレポー
トの作成・提出

・児童文化財を活用し
た言葉の指導法につい
て理解できる。
・グループディスカッ
ションにおいて、積極
的に意見交換できる。
・色の使い方に特徴の
ある絵本の色の効果つ
いて理解できる。

（予習）小テスト③に向け
て、第6週、第7週で学んだ
ことを振り返ること。テキ
スト7章を読み、要点を把
握しておくこと。
（復習）テキスト、プリン
トで学んだことやノート、
レポートに記述したことを
振り返ること。

90

課題発
見力
発信力
傾聴力



週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

9

ミニ絵本の作成①作成
の目的と方法の理解
絵本の枠の効果

講義
フィードバックレポー
トの作成・提出

・ミニ絵本の作成の目
的と方法について理解
できる。
・絵本の枠の効果につ
いて理解できる。

（予習）第2週から第8
週まで学んだ絵本の特
徴について振り返るこ
と。
（復習）自分の絵本体
験を振り返り、特に、
面白いと思った絵本の
面白さの理由について
考えること。

90

実行力
課題発
見力
傾聴力

10

ミニ絵本の作成②準備
～ストーリーの考案・
構成

創作活動
フィードバックレポー
トの作成・提出

・計画的にミニ絵本作
りに取り組むことがで
きる。

（予習）ミニ絵本作り
の見通しを持ち、必要
な材料・道具を準備す
ること。
（復習）ミニ絵本作り
の過程を振り返り、計
画の修正をはかるこ
と。

90 創造力
発信力

11

ミニ絵本の作成③絵や
仕掛けの作成～完成

創作活動 ・計画的にミニ絵本作
りに取り組み、ミニ絵
本を完成させることが
できる。

（予習）ミニ絵本作り
の見通しを持ち、必要
な材料・道具を準備す
ること。
（復習）ミニ絵本を完
成させることができな
かった場合は、自主的
に作成し完成させてお
くこと。

90 創造力
発信力

12

ミニ絵本を活用した保
育指導案の作成

講義
指導案の作成・提出

・対象乳幼児の発達段
階を考慮し、ミニ絵本
を活用した保育指導案
を作成することができ
る。

（予習）テキスト6章
を読み、要点を把握し
ておくこと。
（復習）テキスト6章
の内容と作成した指導
案を比較し、必要に応
じ指導案を修正するこ
と。

90

課題発
見力
発信力
傾聴力

13

ミニ絵本を活用した模
擬保育(クラス前半)と
相互評価

成果発表(模擬保育)
相互評価
相互評価表の提出

・対象乳幼児の発達段
階を考慮し、話し方や
表情に工夫して発表(模
擬保育)できる。
・友人の発表(模擬保
育)をしっかりと評価す
る(良いところ、参考に
したいところを見つけ
る)ことができる。

（予習）作成した指導
案をもとに、発表(模
擬保育)の練習をして
おくこと。
（復習）発表(模擬保
育)を振り返り、改善
点を見つけること。

90

課題発
見力
発信力
傾聴力

14

ミニ絵本を活用した模
擬保育(クラス後半)と
相互評価

成果発表(模擬保育)
相互評価
相互評価表の提出

・対象乳幼児の発達段
階を考慮し、話し方や
表情に工夫して発表(模
擬保育)できる。
・友人の発表(模擬保
育)をしっかりと評価す
る(良いところ、参考に
したいところを見つけ
る)ことができる。

（予習）作成した指導
案をもとに、発表(模
擬保育)の練習をして
おくこと。
（復習）発表(模擬保
育)を振り返り、改善
点を見つけること

90

課題発
見力
発信力
傾聴力

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

15

授業のまとめと振り返
りレポートの作成

オンデマンド形式
振り返りレポートの作
成・提出

・自分たちの発表の振
り返りや15週に授業の
振り返りを通して、今
後の課題を明らかにす
る。

（予習）15回の授業を
通して学んだことを振
り返っておくこと。
（復習）作成したレ
ポートをもとに、今後
の学修目標を立てるこ
と。

90
実行力
課題発
見力


